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O番

町
民
の
声
募
集

鵠
る
く
建
設
的
な
町
風
の
声
を
募
集
し

4月の行事

池田鮫区冑年研修会

小原国芳先生諭演会

漉三仏花祭り

婦人の日

メートル法記念日

部落長会

講和発わ記念日　　｛

天皇誕生日

知
口
題
旧
旧
矩
鍋
畑

今月の納

固定責産税第一期

当
初
予
算
な
ど
可
決

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

1総額4170万847円1

第
一
回
定
例
町
議
会
ひ

本
年
第
一
回
定
例
町

議
会
は
、
三
月
十
二

日
招
集
さ
れ
、
別
項

の
と

お
り
’
三
＋
一

年
度
当
初
予
算
を
は

じ
め
’
　
r
案
l
l
二
件

講
願
陳
簡
六
件
な
ど

を
審
譜
、
三
月
二
十

九
日
そ
の
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
第
一
日
の

十
l
i
日
の
本
会
譲
で

は
、
会
期
を
三
十
日

ま
で
と
決
め
t
町
長

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

前
の
議
会
か
ら
蒼
貝
会
付
託
と
な
つ
て

い
た
顎
情
二
件
（
煙
草
耕
作
組
合
、
大

根
占
陸
協
か
ら
の
も
の
）
を
委
員
長
報

告
通
り
ぴ
定
し
、
全
議
案
、
請
願
を
所

属
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。
次
い
で

欠
員
中
の
叉
教
委
員
長
の
選
挙
を
行
い

前
園
栄
譲
員
が
当
選
し
ま
し
た
。
乙
の

後
陳
情
二
件
に
つ
い
て
町
長
の
所
信
が

述
へ
ら
れ
、
と
く
に
農
協
の
援
助
の
こ

と
に
は
、
活
溌
な
意
見
の
応
酬
が
な
さ

れ
散
会
し
ま
し
た
。

二一

十
1
1
日
の
本
会
議
第
二
日
目
は
別
項

の
よ
う
な
施
政
万
針
と
予
算
説
明
が
行

わ
れ
’
二
十
三
日
ま
で
二
日
間
に
わ
た
一

案議

L
り
く

り
総
体
質
問
が
行
わ
れ
た
。

＋

補
助
金
の
か
ぐ
得
に
I
層
努
力
せ
・
〕
む

「た
s
、
な
多
く
の
竃
が
述
べ
”
9
“

町
税
の
滞
納
数
斑
、
財
源
の
確
保
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

1

い
て
木
材
化
学
工
業
（
パ
ル
プ
）
を
誘

置
し
て
、
固
定
資
産
税
の
増
徴
、
雇
用
l
れ
ぐ
委
員
畏
か
ら
報
告
が
あ
り
、
そ

の
増
大
を
計
る
べ
き
で
あ
る
し
交
付
税
の
通
り
可
決
文
れ
ま
し
た
。

、

町
遊
の
縫
持
管
理
、
農
道
の
開
発
、

早
期
栽
培
、
役
場
の
樽
裾
な
ど
に
つ
い

て
も
い
ろ
ー
＼
一
恵
見
の
焚
換
が
な
さ
れ

た
．11十
四
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
は
各
鴛

任
委
員
会
が
開
か
れ
’
付
託
案
件
の
審

瞼
を
行
い
、
T
i
十
九
日
の
本
会
議
で
そ

上
之
宇

都
部
落

昭
和
§
十
年
度
礪
下
経
済
自
立
化
運
動
一
上
之
宇
都
部
浩
は
川
肥
晶
認
会
で
も
1
［

優
艮
部
落
と
し
て
わ
が
町
か
ら
第
一
類

上
之
宇
都
部
落
、
第
二
類
に
笹
原
部
落

が
入
賞
’
三
月
二
十
八
日
鹿
騒
市
中

央
公
民
館
で
表
彰
式
、
四
月
二
日
、
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
l

長
室
で
そ
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
一

　
　
　
　
　
　
　
゜
・
°
°
・
－
t
・
i
t
－
－
t
・
：
・
　
＋
　
1

一
類

に
入
賞
’
難
雛
警
舗
学

県
下
の

優
良
部
落

と
し
て
羅
鰹
鐘
計
鰭
摺

　　　　　　
蓼
受
曇
民
が
心
を
合
せ
て
勲
ゴ
、
な
つ
た
。
の
と
み
ら
‘
て

△
新
年
度
予
算
四
一
七
o
万
円
が
決
っ
公
も
．
　
　
　
　
、
漂
穂
繰
の
面
に
集

た
。
予
算
編
成
の
方
針
と
そ
の
内
容
は
中
す
る
。
町
税
の
滞
納
が
1
1
0
％
も
あ

町
畏
の
説
朋
に
尽
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
る
が
、
1
…
固
定
資
井
税
増
徴
の
為
に

の
殆
ん
ど
が
経
費
に
喰
わ
れ
て
，
町
民
大
工
場
の
誘
置
を
は
か
る
べ
し
と
い
う

　
　
　
　
　
福
利
の
為
に
新
規
事
業
工
合
で
あ
る
。

　
席

之看
・
に
は
秀
に
も
全
本
費
・
産
義
裏
充
実
の
蚕

　
　
　
　
　嘉
が
乏
し
璽
る
の
し
き
で
こ
れ
は
m
o
当
然
な
v
と

　
　
　
　
　

が
実
情
で
あ
る
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
ら
、
財
源
に
制
約
さ
れ
て
ど
う
し

　
　
　
　
　
は
ひ
と
り
本
町
だ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
も
な
く
、
土
木
委
員
会
は
新
規
財

　
傍
　
　
　
　
　
な
く
地
方
財
政
の
苦
し

　
　
　
　
　
さ
は
全
国
的
な
も
の
・
　
源
の
見
込
が
た
つ
た
な
ら
ば
全
額
土
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
に
注
ぎ
込
む
べ
し
と
云
い
、
経
済
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
会
は
水
稲
早
期
栽
培
の
奨
励
費
、
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
万
円
増
額
を
執
行
当
局
に
確
約
せ
し

臓案第1号　　H召ヌ泊29年度一般会計並↓こ猷事業特男U会　　；

　　　　　　計の決算認定について　　　　　承　　認　・
　　第2号　災害公営住宅の請負契約について　承　認　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　第3号　耕地災害復旧J事の講負契約について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承　　認　i
　　第4号　林道開設エ事の請負契約について　承認i
　　　　　　報酬及び費用弁償条例の一部改正について　；　　第5号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決　i
　　第6号　職員の給与に関する条例の一部改正　　　　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決　i
　　第7号　手数料徴牧条例の一一ms改正　　　原案可決　；
　　第8号　町有営危物使用料徴牧条例の一都改正　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　継続馨議　；
　　第9号　消防団条例の一部改正　　　　　原案可決　i
　　　　　　災害公営佳宅建設事業費の起債について　　1　　第10号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決　；
　　第11号　奥地林道開設事集費の起債について　　　　i

　　第12号昭和31年度歳計最の預託矧．ら整決≡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決　1
　　第13号　昭和31年度内財政調整資金の借入につい　1
　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　原案可決　≡
　　第14号　昭和31年度製茶事業特別会計歳入歳出予　！
　　　　　　算　　　　　　　　　　原k可決i
　　第15号　購堂建築事業費に対する継続費の設定につ　；
　　　　　　いて　　　　　　　　　　　　　原案可決　≡
　　第16号　昭和31年度一般会計歳入歳出予算につい　1
　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決　；
　　第17号　昭和30年度災瞥公営住宅用地購入にっい　：
　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　engK可決　1
　　　　　　囲児島県市町村自治会館管理規約の一都を　≡　　第18号
　　　　　　政正する規約について　　　　　原案可決！
　　第19号　職員の退職手当に関する条例　　原案可決　！
　　第20号　士木災害復旧嘔業費の起債について　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決　i
　　第2｜号　昭m30年度一般会計第3回追加更正予算　i
　　　　　　について　　一　　　　　　　　　原案可決　1
　　第22号　遊轟資能君に係る四林班の町有立木伐撰嘱　1
　　　　　　件の処置について　　　　　　　原案可決　；
　　　　　　　　　請1願（陳情）　　　　　　i
1号　神社建築用材特売方について（オ原部落）　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　探　　択　；
2号　高校に対する援蜴方について（南大隅高校）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不採択
3号　水道改修等に対する補助について（厚ケ瀬部落）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　継続審議
4号　水藤業奨励補助交付申請（大根占漁協）不採択
5号　通学遣路改修］：‘itに対9る助成プ」について（半下
　　　石部蕗）　　　　　　　　　　　　　　1　，’　　択

言
五
イ
罠
の
台
所
を
あ
詔
墓
る
に
、
裏
の
贋
に
つ
い
て
は
・
目
た
・
饗
収
入
は
・
考
え
ら
要
い
の
ら
れ
な
い
の
で
あ
つ
て
・
共
存
秦
の
ろ
う
か
と
・
奨
五
ケ
年
計
曹
反
省

輩
経
済
の
予
算
が
、
財
政
の
都
A
口
で
、
　
給
度
も
低
く
、
換
金
作
物
だ
け
1
、
集
で
は
な
い
か
と
憂
慮
さ
れ
・
普
通
作
、
　
精
神
的
な
理
解
よ
り
、
外
に
な
に
も
の
し
て
、
補
助
に
依
存
す
る
事
な
く
旺
盛

昨
年
に
比
へ
相
当
滅
額
さ
れ
た
こ
と
は
中
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
s
、
年
間
換
金
作
物
を
閤
わ
す
、
煙
草
を
除
い
て
も
な
い
と
思
考
さ
れ
る
も
の
で
、
何
事
な
る
独
立
自
営
の
道
を
開
拓
す
る
事
が

週
饅
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
相
互
の
保
有
者
も
、
入
口
の
増
加
ど
、
耕
地
の
は
す
べ
て
、
共
間
出
荷
と
共
に
共
販
体
も
・
集
団
的
経
済
力
の
結
集
で
な
け
れ
農
家
に
与
え
ら
れ
た
本
年
の
課
題
で
は

協
力
と
努
力
の
倍
加
に
よ
つ
て
補
わ
な
零
細
化
に
よ
り
、
農
家
戸
数
の
二
割
か
制
の
砲
立
を
図
ら
ね
ば
、
農
家
経
済
は
ば
、
す
べ
て
の
不
安
を
乗
り
越
え
る
事
な
か
ろ
う
か
、
町
と
し
て
は
’
　
w
営
の

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
ら
、
二
割
五
分
に
し
か
過
ぎ
ず
、
な
ん
行
き
づ
ま
り
乞
生
じ
、
農
村
の
生
活
は
は
出
来
ず
、
桐
人
も
こ
の
力
を
破
壊
す
合
趣
化
を
図
る
為
に
次
の
事
に
重
颪
を

て
、
本
年
は
一
応
過
去
の
実
績
、
施
策
と
か
し
て
t
増
産
の
途
を
講
じ
な
け
れ
苦
し
い
立
場
に
追
い
こ
ま
れ
る
も
の
と
る
察
は
出
来
な
い
の
で
あ
つ
て
、
今
こ
お
い
て
指
導
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

を

－
分
検
討
し
、
新
し
い
基
盤
の
上
に
ば
、
ど
ん
な
換
金
作
物
を
も
つ
て
し
て
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
刻
々
と
そ
’
農
協
が
立
直
る
絶
好
の
機
会
で
あ
一
、
主
食
の
確
保
を
図
る
為
に
強
力
に

罰

画
を
甘
て
、
町
民
各
位
の
要
望
に
応
も
、
消
費
的
支

え
る
方
針
で
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
意
の
出
が
大
き
く
な

あ
る
と

こ
ろ
を
御
含
み
下
さ
い
ま
し
て
る
ほ
ど
農
家
経

今
後
一
目
の
御
文
援
と
御
協
力
を
御
願
営
を
豊
に
す
る

い
い
た
し
ま
す
。

　
昭
和
二
十
六
年
ご
日
日
業
五
ケ
年
計
画

が
樹
立
さ
れ
て
以
来
、
台
風
の
直
続
で

農
家
は
い
た
み
つ
け
ら
れ
、
低
迷
し
て

い
ろ

の
が
、
現
在
の
曄
家
の
姿
で
、
生

五

ケ
年
計
画
反
省
の
年

経

済
課
吉
元
美
水

る
と

共
に
、
農
　
防
災
営
農
を
推
遮
す
る
。

家
も
頭
を
切
轡
二
、
自
給
肥
料
の
増
産

へえ
、
自
分
さ
え
　
　
（
生
産
原
価
の
低
減
と
地
力
の
維
持

よ
け
れ
ば
と
云
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
は
困
難
で
、
た
“
喰
う
だ
け
の
農
業
国
際
情
勢
は
変
り
つ
、
あ
り
、
広
い
視
う
利
己
的
な
考
え
を
す
て
て
、
共
同
経
三
、
共
同
経
営
の
強
化
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
つ
て
は
な
ら
ず
、
農
業
も
、
1
つ
野
に
c
i
つ
て
、
経
済
の
動
き
に
対
処
す
営
ポ
よ
る
共
販
体
制
の
基
盤
を
惰
り
上
四
、
生
陸
物
の
完
全
繭
品
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
職
葬
で
あ
り
牛
産
物
を
如
何
に
し
て
る
4
が
、
現
代
農
薬
の
在
り
方
で
あ
り
げ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
？
こ
の
基
五
、
資
本
の
蓄
穣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
品
化
し
、
生
嘩
を
豊
に
す
る
か
は
。
　
農
協
の
再
建
も
一
つ
に
、
農
家
の
良
識
盤
の
上
に
、
煙
草
、
果
樹
園
芸
、
輪
込
　
　
　
（
貯
金
の
奨
励
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
’
k
」
れ
ぐ
異
論
は
あ
る
事
な
が
ら
、
主
と
協
力
に
か
、
つ
て
い
る
融
は
前
回
に
園
芸
・
茶
業
、
林
半
・
等
の
換
金
作
物
六
、
経
営
規
模
別
に
よ
る
鰻
家
醤
の

活
永
醜
は
、
ま
だ
戦
前
並
に
は
至
ら
ず
食
の
硲
保
と
、
資
金
の
蓄
積
て
あ
り
現
も
述
べ
た
涌
り
で
、
縢
協
の
繁
栄
な
く
を
奨
励
す
べ
き
で
・
如
何
な
る
経
済
事
　
　
指
導

農
葬
ザ
営
の
一
部
に
お
い
て
は
、
後
退
在
以
上
の
煙
草
甘
繕
の
増
反
は
、
危
険
し
て
は
、
家
農
の
牛
活
も
豊
に
す
る
事
情
に
於
い
て
も
ご
農
家
を
守
る
体
制
こ
　
　
　
※
　
　
　
※

し
て
い
富
の
が
あ
る
の
で
は
な
s
か
s
u
k
i
8
，
〈
P
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
s
u
e
s
　
’
“
出
来
ず
、
餐
家
の
馨
力
が
菱
そ
、
碧
三
±
年
度
の
農
で
あ
・
　
　
※
　
※

　
　
　
　
　

一般
作
物
に
つ
い
て
見

と
憂
慮
さ
h
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
る
訳
け
で
今
迄
の
よ
う
な
楽
観
し
し
な
け
れ
ば
、
農
協
の
瀦
展
は
、
者
九
地
場
経
済
を
豊
に
す
る
方
法
で
は
な
か

堆肥増産に成果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

時間の合理化徹底
本
町
な
ど
は
ま
だ
ま
だ
よ
い
方
で
あ
る

が
’
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
韻
会
の
予

算簑
鼠
の
面
に
も
現
わ
れ
て
、
議
員
諸

今
回
一
類
表
彰
の
栄
誉
に
輝
く
上
之
宇

部
部
落
は
、
早
く
か
ら
優
秀
部
落
と
し

て
町
内
外
に
宣
伝
さ
れ
’
む
し
ろ
今
回

の
表
彰
は
遅
き
に
失
し
た
感
が
あ
る
。

世
帯
数
三
八
戸
の
廓
業
農
家
だ
け
の
構

成
、
部
落
の
経
済
は
葉
煙
箪
と
疏
菜
円

芸
で
支
え
ら
れ
’
煙
草
耕
作
者
は
三
十

回
の
表
彰
を
機
に
一
層
努
力
し
、
と
く

に
農
機
具
の
改
艮
普
及
、
堆
肥
舎
、
畜

め
る
の
一
幕
が
あ
つ
た
。

ム
今
会
期
四
日
間
の
本
会
譜
に
傍
聴
者

　
は
賃
に
ハ
人
、
そ
の
殆
ん
ど
が
婦
人

　
で
あ
つ
た
。
政
治
は
台
所
に
直
結
す

　
る
、
も
つ
と
傍
聴
者
が
あ
つ
て
よ
い

　
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

△
膿
員
も
勉
強
し
な
け
れ
ば
ー
と
い
う

　
の
で
r
l
部
議
員
の
間
に
議
員
研
修

　
グ
ル
ー
プ
が
生
れ
、
ま
た
四
月
に
は

　
全
頁
協
臓
会
の
研
修
会
を
ひ
ら
く
こ

　
と
が
申
合
さ
れ
た
、
先
づ
は
六
十
の

　
手
習
い
と

い
へ
ど
も
よ
い
傾
向
で
あ

　
る
。

人

事

清

息

舎
の
改
善
、
共
同
出
荷
の
面
な
ど
に
努
一
〇
前
大
根
占
土
木
事
務
所
長

竪
⑭
離
註
肝
罰
野
趣

人
に
も
連
し
て
い
る
。
農
業
同
志
会
と
一
め
に
植
林
を
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
次

舗灘
麟
雛
灘

い
う
組
縮
が
あ
り
、
三
十
代
の
壮
年
層
に
紹
介
す
る
の
は
、
同
志
会
長
を
つ
と
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
部
落
の
携
芳
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
る
こ
と
九
年
、

が
中
心
と
な
つ
て
、
自
主
的
に
品
評
会

を
ひ
ら
い
た
り
、
w
a
改
善
の
た
め
N
1
t
V
4
S
つ
て
s
る
福
翼
e
s
　
（
z
a
k
）
　
Q
，

登録1

　届

　出
早
ま

V
、
正
確
に

曲

蕪
噺
　
転
住
し
、
他
所
か
ら
帰
つ
た
人
）

◎
転
居
届

　
町
内
で
佳
所
を
移
動
し
た
と
き

扶
養
家
族
、
庄
所
、
同
居
、
本
籍
な
ど
1
◎
変
更
届

の酷
籍
と
な
り
、
役
場
で
の
璽

人
名
籍
、
学
令
簿
、
印
か
ん
届
台
限
の
一

基
本
と
な
り
、
そ
の
他
の
行
政
寅
料
に
一

欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
す
。

◎
転
入
届

他爵
禦
薪
し
く
甕
人
（
工

　
町
に
本
籍
が
あ
っ
て
も
な
く
て
t
v
’
　
i

　
世
帯
内
で
、
世
帯
を
分
け
、
合
併
し

　
ま
た
は
世
帯
主
を
変
更
し
た
と
き
な

　
ど

（出
生
、
死
亡
は
含
ま
な
い
）

右
の
ど
の
届
出
も
、
確
定
し
て
か
ら
十

四
日
以
内
に
属
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
期
日
を
す
ぎ
る
と
過
料
に
処
せ
ら

れ
ま

す
。
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
び

山
之
ロ
禽
岸
の
林
務
砂
防
工
事
昭
和
三

十
年
度
分
は
ご
の
ほ
ど
完
工
、
こ
れ
で

昭
和
二
十
八
年
か
ら
の
分
を
合
せ
延
長

11七
米
と
な
つ
た
。
三
十
1
年
度
は

延
長
五
〇
米
ユ
費
＝
］
o
万
円
く
ら
い

で
再
開
さ

れ
る

予
定
で
、
L
土
木
災
害
復

旧
」
事
の
施
□
と
相
ま
つ
て
，
三
十
1

年
ま
で
い
一
応
安
全
な
域
に
逮
す
る
こ

と
Σ
な
る
。
な
お
本
年
は
昨
年
植
え
た

松
が
枯
死
し
た
の
で
、
こ
れ
を
改
植
す

る
と

共
に
、
防
風
潮
堤
を
作
つ
て
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

す
る
こ
と
S
な
つ
克
。
（
写
真
は
ユ
事

申
の
林
搦
砂
防
々
潮
堤
）
　
～

地
味
に
活
溌
に
動
い
て
い
る
。
も
つ
と

も
カ
を
入
れ
て
い
る
の
が
堆
肥
の
増
産

と
質
の
向
上
で
，
そ
の
た
め
堆
肥
増
産

週
間
を
設
け
、
部
落
内
の
晶
評
会
を
ひ

ら

い
た
り
し
て
い
る
。
そ
し
て
堆
肥
舎

の
設
備
改
善
に
つ
と
め
、
木
灰
貯
溜
槽

は
全
戸
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
も
の
を

設
備
し
て
い
る
。
そ
の
外
、
生
産
資
材

の
共
同
購
入
、
農
道
の
改
修
な
ど
部
落

民
が
心
を
合
せ
て
当
つ
て
い
る
が
’
こ

、
の
強
味
は
三
十
代
四
＋
代
の
壮
年
層

が
活
動
の
申
心
と
な
り
’
さ
か
ん
な
生

産
意
欲
と
、
こ
れ
か
ら
生
れ
る
競
争
心

で
工
夫
し
肋
く
こ
と
で
、
農
家
部
落
甘

は
珍
ら
し
く
時
間
を
惜
し
み
、
合
理
的

に
時
間
を
使
い
、
そ
の
為
部
落
に
四
〇

台
も
の
自
転
車
が
あ
る
。
部
落
で
は
今

作
に
な
る
〃
上
之
宇
都
オ
ハ
ラ
”
で
あ

る
。o
こ
A
は
城
元
　
上
之
宇
都
部
落

　
　
向
は
爾
向
き
　
オ
ハ
ラ
ハ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
温
く
さ
わ
ん
ど

o
こ

x
は
上
之
宇
都
　
伸
良
い
部
落

　
　
何
を
す
る
に
も
　
オ
ハ
ラ
ハ
ー

　
　
　
　
　
　
　
気
が
合
も
ん
ど

o
こ
A
は
上
之
宇
都
た
ば
こ
の
産
地

　
　
負
け
ぬ
気
持
で
　
オ
ハ
ラ
ハ
ー

　
、
　
　
　
　
　
　
　
き
ば
い
や
ん
ど

o
こ

A
は
上
之
宇
都
彷
く
部
落

　
　
一
家
総
出
で
オ
ハ
ラ
ハ
ー

　
　
　
　
　
　
　
円
満
に

o
こ
、
は
上
之
字
都
　
責
任
部
落

　
　
納
税
出
資
も
　
オ
ハ
ラ
ハ
ー

　
　
　
　
　
　
　
人
先
き
に

r
l
－
”
t
t
l
t
S
t
t
l
l
l
t
t
l
t
l
l
t
i
t
－
S
I
I
－
t
t
t
n
l
l
t
l
t
l
t
t
t
t
t
t
S
－
t
、
”
t
t
－
t
t
t
l
i

◎
春
　
花
見
ど
き
は
’
胃
少
年
不
良
化
の
危
険
率
が
一
藩
高
い
と
き
で
す

△
子
供
を
よ
く
見
守
り
’
い
た
わ
つ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
ド
ロ
が
横
行
し
て
い
ま
す

　
お
互
い
に
涯
意
し
て
、
と
ら
れ
ぬ
よ
う
に
し
、
も
し
も
と
ら
れ
た
ら
す
ぐ
書

　
察
へ

　
学
校
や
官
公
屠
は
t
と
v
に
ネ
ラ
ワ
れ
ま
す
か
ら
、
御
注
意

◎
油
は
飲
む
と
も
、
呑
ま
れ
る
な

　
酒
の
上
で
の
、
ケ
ン
カ
、
口
輪
も
多
い
時
期
で
す
。
酒
く
せ
の
わ
る
い
人
は

　
自
重
し
て
率
故
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う

◎
鰯
対
に
勝
て
ま
せ
ん

　
汽
船
の
申
で
の
イ
ン
チ
キ
賭
博
が
、
ま
だ
も
や
つ
て
お
り
、
町
内
で
も
、
巻

　
き
上
げ
ら
れ
た
人
が
い
る
と
か
、
い
な
い
と
か
、
ど
う
し
て
も
勝
て
な
い
勝

　
負
、
ひ
つ
か
＼
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
根
占
警
察
署
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竃

半
氏
は
、
垂
宋
町
役
場
土
木
課
長
へ

o
三
州
パ
ス
営
業
所
畏
　
折
田
光
秋
氏

　
は
鹿
屋
整
備
工
場
長
へ
栄
転
、
後
任

　
に
大
島
営
業
所
長
　
坂
元
正
三
氏

○
教
育
畏
　
大
園
宗
一
郎
氏
は
囎
喚
教

丁
菖
吊
大
異
小
学
校
畏
へ

育
事
務
所
駐
在
管
理
主
事
に
転
出
、

後
任
は
教
育
長
代
理
に
久
保
吉
彦
氏

が
発
令
さ
れ
た
。

転
　
出

任

地

氏
　
　
名
旧
任
校

蚕
占
中
滑
川
小

　塵
小
東
桜
島
中

鶴
峯
小

大
島
郡
へ

大
姶
良
中

神
山
小

蓬
原
小

大
姶
良
小

百
引
小

巖　　
転

新
任

校

大
小
教
頭

大
根
占
小

　
〃
　
〃
神
川
小

瀦羅壷劉向闘沓覆釧噛
　　　　　　川
￥gex郁簸雀籍義撃甦裏続
神宿池　神　大大宿　　　　大
川小田〃川〃　　原〃〃〃〃
小長中　中　申中小　　　　小

入氏
　
　
名

長
野

雪
雄

水
谷
清
武

百
枝

辰
子

桶
之
ロ
フ
ミ

原
口
信
弘

宿
利
原
小
申
校
長

　
　
　
　

前
田

宿
利
原
小

　
〃
大
根
占
中

神
川
中

　
〃

震莞委躊

聾美蓋＄羅

岸
之
上
連
夫

曇附属
小

滑
川
小

閲
屋
小

根
占
申

翠郡
小
長

鶴
峯
小

新

卒

東
郷
高
校

大
谷
小

鶴
羽
小

．

●

ノ
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a

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳

こ
A
に
昭
和
＝
一
十
一
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
81

予
算
を
提
出
致
し
ま
す
が
、
私

の
町
政
に
対
す
る
所
信
の
一
端
を
、
披
一

欝
謬
舗
麟
鵠
註

お
願
い
致
し
ま
す
。

難
鑛
鶉
霧
帥
欝
主

い籠
駆
麟
書
曇
⑳
錘

な
御
協
力
を
得
、
職
務
を
執
行
し
た
っ

消
防
7
0
万
増
、
農
畜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　確

　　　　　　　　　　　　　　　i

齢
舗
誘
護
眺
違

周
年
を
機
に
こ
れ
と
併
せ
て
祝
賀
式
を

挙
行
し
、
昭
和
二
十
六
年
ル
ー
ス
台
］
風

災
害
の
応
急
緊
急
復
旧
と
し
て
工
費
三

t
t
t
t

－
N
”
－
■
．
V
i
t
’
．
v
l
“

ザ・・．い・へ～　∨．・A‥へ．～

予算説明
士P二lt－‘‘一’一一t■一一v軍里

　
　
　
　
　
　
　
宮

v
の
と
長

、

政
針

＾

施
方

）h
“
●
～
・
”
A
“
．
．
N
－
．
i

，＿．v－．．．、町

千
八
百
万
一

円
、
延
長

七
八
七
米

の
施
設
を

託
趣
管
に
伴
う

内
容
孕
充

実
し
、
併

せ
て
町
内

小
申
学
校

の
増
改
築

工
事
を
国

庫
補
助
に

よ
り
施
行

し
t
さ
ら

に
t
久
持

線
、
半
下
石
線
を
改
良
し
て
県
遺
編
入

の
基
盤
を
っ
く
s
そ
の
他
町
道
の
補
修

並
び
に
農
道
の
開
発
に
つ
と
め
、
ま
た

基
本
財
茸
造
成
の
一
環
と
し
て
’
国
有

林
約
一
五
〇
町
歩
の
払
下
げ
を
受
け
、

且
つ
既
存
町
有
林
に
は
四
〇
町
歩
の
新

植
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
一
方
笹
原
、

厚
ケ
瀬
谷
、
段
申
野
の
崩
潰
地
と
畏
谷

海
岸
の
一
部
ゼ
砂
防
工
事
を
、
半
下
石

神
川
に
は
河
川
堤
防
を
構
築
ず
る
等
の

事
業
を
国
県
に
＄
き
か
け
実
施
致
し
て

参
り
、
海
摩
道
路
の
改
良
も
今
や
着
々

所
期
の
目
的
に
向
い
進
捗
中
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
等
の
事
業
が
遂
行
出
来
得
た

の

も
、
一
に
町
翼
の
委
る
勇
ヱ

鞭
踵
の
賜
で
あ
り
ま
す
が
r
こ
れ
ら
に

要
し
た
多
額
の
費
用
の
大
部
は
国
県
麦

出
金
、
町
債
、
町
有
林
の
売
却
に
よ
り

賄
い
、
町
昂
の
寝
響
貫
担
は
’
出
来
る

だ
け
軽
く
し
て
参
つ
た
つ
も
り
で
あ
り

ます
。

入

　
　
保
に
御

し
か
し
な
が
ら
町
村
唄
業
の
遂
行
は
常

甘
四
囲
の
状
勢
の
推
移
と
作
民
意
志
を

尊
軍
し
、
稲
極
政
策
の
内
に
も
後
を
省

み
て
そ
の
結
果
を
吟
味
し
、
さ
ら
に
’

そ
れ
等
の
事
実
を
基
礎
に
し
て
、
次
に

醜
備
す
る
力
を
培
養
す
る
の
要
が
あ
る

と
存
じ
ま
す
。

以
上
の
見
地
に
立
つ
て
予
算
は
つ
と
め

て
縮
少
す
る
と
共
に
、
あ
ら
ゆ
る
費
用

を
節
約
削
減
し
、
将
来
の
発
展
と
健
全

財
政
確
立
の
た
め
、
カ
の
蓄
積
の
年
と

し
て
こ
れ
が
編
成
に
当
り
ま
し
た
。

以
下
予
算
の
大
綱
に
つ
い
て
説
朋
致
し

ま
す
。

御
承
知
の
如
く
地
方
財
政
は
い
よ
い
よ

億
機
の
段
階
に
縫
蒲
し
、
国
に
お
い
て

は
遂
に
財
政
再
建
促
進
特
別
措
置
法
を

制
定
実
施
し
、
赤
字
対
策
に
乗
り
出
す

に
至
り
ま
し
た
。
申
す
ま
で
も
な
く
本

40

万
減

1　
　
　
協

力

乞

う

の
各
線
を
と
く
に
補
強
す
る
た
め
、
三

五
万
円
を
見
込
み
、
こ
れ
に
よ
り
、
道

i11i1万
二
千
円
等
を
計
上
し
、
総
額

l四
九
n
万
七
千
円
と
な
か
ま
し
た
。

教
育
関
係
の
経
費
に
つ
い
て
は
か
学
校

の
児
童
増
貝
に
伴
い
一
応
昨
年
並
と
し

中
学
校
費
そ
の
他
は
約
昨
年
の
五
分
程

需
翻
緩
め
、
馨
責
会
鼎

に
お
い
て
ビ

ア
ノ
購
入
補
助
二
〇
万
、

と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
公
債
費
は
終
戦

後
の
学
制
改
革
に
ょ
る
申
学
校
の
整
傭

費
、
港
湾
の
修
築
費
、
佳
宅
の
建
築
費

災
害
復
旧
費
と
相
次
ぐ
己
む
を
得
な
い

事
業
の
た
め
、
起
債
を
致
し
て
お
り
、

本
年
度
償
還
は
元
利
合
し
て
］
1
1
四
二
万

講
賠
鐸
騨
壁
鑑
鍵
露
躁
鰹
〃

よ

り
三
三
菖
姦
墾
。
ま
。
た
「
の
償
謬
つ
い
て
は
I
E
に
つ
き
・
九

こ
の
笛
之
。
薙
饗
覆
旧
璽
五
馨
忽
袈
付
黎
み
ら
れ
て

お
る
と
云
う
も
の
ム
起
債
は
今
や
町
財

一政
の
大
き
な
負
荷
と
な
つ
て
お
り
t
そ

一

の
慣
還
に
は
と
く
に
意
を
用
い
た
い
と

考
え
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
オ
出
予
算
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

説
明
申
上
げ
ま
し
克
が
、
地
方
財
政
は

駅
写
機
購
入
費
二
六
万
円
を
見
込
み
ま
一
国
家
の
方
針
に
伴
い
、
相
当
な
緊
縮
を

し
た
。
な
お
高
校
移
管
関
係
に
つ
い
て
一
要
求
き
れ
る
反
面
、
反
対
給
付
の
な
い

は
そ
の
整聾
撃
度
饒
に
第
呈
国
県
養
事
務
。
多
く
、
加
へ
て
m
e
a
s

ら
な
S
の
で
あ
り
ま
す
が
，
財
政
の
状
に
の
ぼ
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
，

況
は
到
底
こ
れ
を
許
す
べ
く
も
な
く
備

万
円
に
及
ん
だ
こ
と
は
、
甚
だ
残
念
な

次
第
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
外
I
般
の
オ

入
、
と
く
に
手
数
料
、
使
用
料
の
収
納

に
つ
き
ま
し

て
は
過
去
を
反
省
し
、
職

員
を
さ
ら
に
、
督
励
し
、
そ
の
徴
牧
方

法
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
射
し
、
冊

一甥
騙
議→

齪…

羅
駿
討

説
朋
串
し
上
げ
ま
し
た
が
、
当
初
計
画

し

た
三
八
oo
万
円
以
内
の
予
算
規
模

蕩
譲
の
藁
、
己
む
な
く
三
五
〇

は
如
伺
に
し
て
も
堅
持
で
き
ず
’
こ
！

に
四
千
l
七
拾
万
八
百
四
拾
田
円
の
予

算
案
を
提
出
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
o

こ
れ
は
昨
年
度
予
算
に
比
し
’
　
i
i
五
i
l
l

四
万
一
六
〇
一
H
の
減
額
と
な
つ
て
い

ま
す
が
、
地
方
財
政
の
危
機
の
中
に
立

ち
最
少
の
経
費
を
も
つ
て
晶
天
の
成
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

を
挙
げ
、
も
つ
て
町
民
の
期
待
に
添
う
一
フ
ス
マ
五
〇
、
大
豆
粕
二
〇
、
麦
三
〇
早
く
、
四
ケ
月
位
で
離
乳
し
て
い
ま
す
　

べ
く
研
究
と
努
力
を
お
し
ま
ぬ
つ
も
り
i
コ
ロ
イ
カ
ル
ニ
　
a
s
l
　
l
が
’
こ
れ
で
は
体
型
が
小
型
に
な
り
’

で
あ
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
御
審
議
一
こ
れ
を
一
日
当
り
大
体
次
の
よ
う
に
や
l
セ
リ
市
の
価
格
も
安
く
な
り
ま
す
e
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
協
賛
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

－

－
－
　
．
■
’
－
’
v
t
i
令
－
～
“
．
－
A
“
●
・
t
－
－
－
・
－
｝
t
－
V
　
－
“
V
・
－
．
－
d
A
－
・
・
t
－
N
・
－
鱈
●
’

＝
畜
産
講
座
‖

遡
工
瀧
難
は
米
ヌ
藩
箒
議
一
職

力
）
三
〇
、
大
豆
カ
ス
ニ
五
、
黄
色
ト
「
て
下
さ
い
。

ウ
モ
ロ

コ
シ
I
I
五
、
コ
ロ
イ
カ
刀
二
t
L
③
離
乳

塩
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
牝
仔
牛
は
生
後
六
ケ
月
、
牡
は
四
～
五

配
合
例
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
月
で
離
乳
し
u
t
す
O
　
I
般
に
離
乳
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
1

つ
て
下
さ
い
．

牛
後
三
－
四
ケ
月

・

四
－
－
五
ケ
月

牝
　
　
　
牡

11O
O
匁
　
二
三
〇
匁

ll六
〇
匁
　
二
八
o
匁

固

定

資

産

税

第

　
　
　
　
　
　
　
納

期

は

四

◎
1
I
H
年
度
の
評
価
に
つ
い
て

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

1

　
平
均
価
格
は
前
年
と
変
り
ま
せ
ん
が
i

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

］

端
数
引
上
げ
な
ど
で
税
額
が
少
し
高

期
月
三
十
日
ま
で

後
附
加
徴
牧
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
督
促
状
が
発
行
さ
れ
た
日

か
ら
徴
牧
さ
れ
ま
す
。

一

、
哺
乳
中
の
仔
牛

①
分
娩
後
一
ケ
月

く
な
つ
募
墓
り
・
ま
た
評
墾
曾
警
の
麓
札
か
ま
だ
あ
り
ま
す

公
平
に
な
る
よ
う
修
正
増
額
に
な
つ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　国
地
方
で
は
璽
．
ケ
月
で
離
乳
し
ま
露
鷲
語
霧
懸
藷
露
ザ
鷺
慕

す
。
離
乳
適
鼎
か
ら
母
牛
の
豊

　
　
　
　
　
　
　
乳
が
余
り
出
な
い
よ

飼
料
を
減
ら
し
’

う
に
し
て
下
さ
い
e

　
必
ず
標
識
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

早
期
駁
培
の
覆
ま
き

水
稲
早
期
裁
培
の
播
穂
は
、
神
川
、
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
て
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
な
成
育
ぷ
り
を
み
せ
，
こ
S
l
l
l
l
l
日
中

［＠w
w
＄
は
、
今
ま
で
は
、
量
に
保
羅
露
李
る
・
こ
ろ
ま
で
な

和
牛
の
飼
い
方

巨
当
り
、
雪
額
爵
寺
ね
繧
の
法
令
外
墓
も
讐
し
て
相
当
額
軍
は
a
n
れ
る
と
ま
も
な
く
呈
つ
て

町
の
財
曇
も
そ
褒
で
は
な
く
露
六
O
i
R
E
の
外
・
聾
を
ニ
ケ
年

曽
の
習
の
護
は
早
Ω
霧
で
鷲
讐
し
て
本
霞
6
0
万
円
を

あ
り
、
こ
の
申
に
あ
つ
て
予
算
の
編
成

は
経
常
費
の
編
み
入
れ
に
も
苦
慮
致
し

た
の
で
あ
り
ま
す
。

．

歳
　
出
川

ま
つ
’
オ
出
の
面
か
ら
甲
上
げ
ま
す
と

全
般
的
に
圧
縮
し
，
当
初
の
予
算
規
模

を
三
八
〇
〇
万
円
と
し
て
、
I
応
緊
急

を
要
す
る
も
の
と
、
継
続
を
要
す
る
も

の
、
実
施
に
軍
庶
を
指
向
し
、
従
来
実

施
致
し
て
参
つ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

極
力
こ
れ
を
大
巾
に
取
捨
選
択
し
、
ま

た
新
規
事
業
は
一
応
こ
れ
を
見
送
る
こ

と
に
致
し
ま
し
た
．
す
な
D
ち
消
防
関

係
の
経
費
に
つ
い
て
は
’
従
来
の
火
災

の
状
況
と
’
そ
の
結
果
を
軍
視
し
、
と

く
に
今
回
は
考
慮
を
払
い
、
水
槽
の
構

築
と
、
民
間
に
対
す
る
施
設
補
助
を
設

け
て
昨
年
に
比
し
、
七
二
万
九
千
円
を

増
額
致
し
ま
し
た
。

土
木
関
係
に
つ
い
て
は
事
秦
を
一
点
に

集
中
合
理
化
す
る
こ
と
に
つ
と
め
’
新

た
に
自
動
三
翰
南
を
購
入
し
、
主
要
幹

線
で
あ
る
’
久
持
線
、
半
下
石
線
県
道

編
入
後
の
町
道
の
砂
利
撒
布
の
促
進
と

維
持
管
理
の
強
化
に
っ
と
め
・
T
方
こ

れ
に
よ
り
、
常
用
工
夫
二
名
を
将
来
減

貝
す
る
こ
と

に
し
ま
し
克
．
ま
た
事
業

に
つ
い
て
は
県
遭
編
入
の
た
め
、
壱
崎

地
内
の
改
良
費
五
八
万
八
千
円
を
見
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
、
維
持
修
韻
に
つ
い
て
は
町
遭
酔
錬

の
維
持
費
四
O
万
円
の
外
、
神
川
’
中

原
、
桜
原
、
皆
倉
、
松
尾
源
笑
書
旭
内

計
上
し
て
一
二
一
三
万
四
千
円
を
計
上
す

る
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
産
繋
経
済
費
は
従
来
相
当
額
を
計

上
し
て
t
w
つ
2
L
J
の
で
あ
り
ま
す
が
、
町

産
業
五
ケ
年
計
画
の
終
了
と
共
に
、
そ

の
実
績
を
検
討
し
、
さ
ら
に
計
画
を
新

に
す
る
要
が
あ
り
、
大
巾
に
ご
れ
を
削

減
し
、
た
“
畜
産
の
振
興
を
計
る
手
段

の
下
に
獣
医
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
、

従
前
よ
り
の
懸
案
で
あ
つ
た
畜
産
対
策

に
努
め
る
よ
う
致
し
ま
し
た
。

そ
の
他
鼻
書
の
面
に
於
い
て
は
水
陸
稲

の
早
期
栽
培
を
育
成
指
導
し
、
こ
れ
に

よ
る
農
業
経
営
の
更
新
を
企
画
す
る
こ

こ
の
抑
制
に
は
禽
と
も
力
を
入
れ
た
・
む
と
母
牛
に
つ
け
放
し
に
し
て
大
丈
夫

下
と
莞
て
い
ま
す
。

蓑籔
玩
竃
誌
論

も

つ
と
も
者
慮
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い

事
項
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
昇
給

等
に
つ
い
て
は
年
l
回
を
昆
込
み
t
そ

の
削
減
を
計
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
が

烈璽
劉
競
醸
謡
鰹

に
伴
い
、
町
で
も
と
く
に
ご
の
点
に
つ

い
て
、
只
今
考
研
中
で
あ
り
ま
し
て
r

経
常
費
の
節
滅
に
は
と
く
に
意
を
も
ち

S
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
o

：

才
　
入
’

　
コ「親
の
乳
を
吸
い
ま
す
、
一
度
母
乳
を
飲

で
す
。
牛
後
四
、
五
日
た
つ
と
母
牛
と

Iし
よ
に
運
動
場
に
出
す
よ
う
に
し
ま

す
。
二
十
日
目
ご
ろ
か
ら
母
牛
の
飼
料

を
な
め
初
め
，
　
1
’
　
i
l
ケ
月
の
中
は
下

痢
を
す
る
も
の
が
あ
り
ま
ず
。
慢
性
に

な
る
と
こ
ち
れ
て
、
発
育
に
さ
わ
り
ま

す
か
ら

生
後
十
日
目
ご
ろ
か
ら
「
テ
ラ

マ
イ
シ
ン
」
の
よ
う
な
く
す
り
を
五
9

（茶
サ
ヂ
一
杯
）
づ
A
や
る
と
よ
い
で

す
。

崎
　
浜
　
俊
郎

曇
〒
m
ケ
e
q
．
　
I

乳
の
出
の
少
い
牛
は
生
後
i
I
ヶ
月
ご
ろ
i

　
普
通
以
上
に
乳
の
出
る
も
の
は
三
ケ

月
ご
ろ
か
ら
、
親
牛
と
は
別
に
と
ぐ
に

頂
を
や
是
憲
の
で
す
。
こ
の
際

「

仔
牛
の
第
一
胃
は
ま
だ
成
牛
の
よ
う
に

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
量
の
多
い
粗
飼
料

　
臼
門
草
、
ワ
ラ
な
ど
）
は
や
り
す
ぎ
な

い
よ
う
に
、
濃
厚
飼
料
は
消
化
の
よ
い

も
の
を
や
る
よ
う
に
し
ま
す
。

カ

ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
A
が
不
足
し

な
い
よ
う
、
「
コ
ロ
イ
カ
ル
」
や
、
謹

科
の
植
物
ー
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
，
カ
ポ
チ

ヤ
カ
ラ
イ
モ
な
ど
を
や
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

出

予算額 世率
t・366・948

10，792，ワ13

1・634，000

　4，927，310

　8，942，177

3，154，980

　　505，1t

　2，835，135

　2，711，850

　　　61，338

　　199i670

　3・572・65

　　896，

41，↓摺；5
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9
6
il
；
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2・15

iO8：詔

＝
今
年
の
改
善
点
＝
＝

自
給
肥
料
を
1
・
五
倍

　　　
　　
　　　
田

植
は

6
月
2
0
日
ま
で
に

三
十
年
度
の
農
作
物
競
作
会
、
品
評
会
一
1
、
種
い
も
の
消
毒
を
励
行
し
、
無
病

授
賞
式
は
三
月
二
十
五
旦
打
わ
れ
ま
し

た
が
r
三
十
年
の
状
況
を
か
え
り
み
今

年
は
こ
う
し
て
い
た
“
き
た
い
と
、
経

済
課
で
は
躍
ん
で
い
ま
す
o

◎
水
陸
眉

1
、
災
害
を
さ
け
る
た
め
、
で
き
る
だ

　
け
早
期
栽
培
に
き
り
か
ヌ
る
こ
と
。

2
’
水
稲
普
通
作
も
田
植
え
は
六
月
二

　
十
日
前
後
に
早
め
る
こ
A
J
e
　
・

◎
甘
藷

と

に
し
ま
し
た
。
以
上
の
施
策
の
下
に
一
次
に
オ
入
の
面
に
つ
い
て
串
上
げ
ま
す

曇
護
震
昨
餐
三
〇
互
旦
・
稜
入
は
昨
u
r
に
く
ら
べ
て
、
1
0

円
に
対
し
、
　
l
g
e
l
万
四
千
円
を
大
巾
i
五
万
九
千
円
が
増
額
に
な
つ
て
い
ま
す

に
減
額
し
、
六
八
万
六
千
円
を
計
上
致
［
そ
の
内
訳
は
、
町
民
税
四
万
三
千
円
、

苗
を
仕
立
て
る

2
、
適
期
に
伏
込
む
（
植
付
前
六
O
日
）

3
、
苗
床
を
ひ
ろ
げ
る
（
反
当
一
〇
坪

以
上
）4
露
顯
齪
聾
蛤
塞

　
程
5
、
榎
付
は
六
月
中
に
終
る
こ
と

6
、
加
里
を
た
く
さ
ん
や
る
こ
と

7
、
畜
力
作
業
が
た
や
す
く
出
来
る
よ

　
う
畦
巾
ニ
ー
三
尺
　
反
当
四
〇
〇
〇

橡
内
外
と
す
る

◎
麦
類

　
水
田
裏
作
の
横
ガ
ン
ギ
を
や
め
、
一
二

　
条
－
三
条
の
縦
ウ
ネ
と
し
、
線
肥
作
「

付
す
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
「

◎
ナ
タ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
一

　
「キ
ン
カ
ク
病
」
予
防
の
た
め
’
必
一

　
ず
種
子
の
消
毒
を
す
る
。
直
播
は
も
一

　
っ
と
思
い
切
っ
て
間
引
す
る

曇　どの
作
物
も
地
力
を
高
め
る
こ
と
が
l

増
躍
の
こ
っ
、
堆
肥
、
縁
肥
を
今
年

酬雛
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繰
庄

そ
の
た
め
に
、
ぜ
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堆
肥
積
場
は
セ
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張
か
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三
和
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に
し
ょ
う
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玉
川
大
学
々
長
小
原
国
芳
氏
胴
演
会
開
式
終
了
後
反
省
会
に
移
り
l
l
l
十
b
l
度
最

殼
舗
騨
麟
縫
難
ロ
轄
籠
警
㎜
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を

ma”
こ
の
翻
と
し
て
と
v
に
［
こ
れ
は
資
鐸
璽
で
あ
・
、
外
至

翻竃
闘
霞
劉
雰
嘉
錆
纈
醒
鵠
雛
旦

き
ろ
で
あ
り
・
本
菱
で
約
八
t
s
｛
（
L
p
る
こ
の
e
w
に
つ
き
y
m
て
は
t
賦

反
歩
の
新
植
を
爵
画
す
る
と
共
に
完
全
課
の
適
正
を
期
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

な
施
奏
案
作
製
の
準
備
段
階
と
し
て
、

徴
牧
に
つ
い
て
は
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本
年
は
と
く
に
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一

に
し
へ
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お
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ほ
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に
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ら
ム
カ
　
に
の
ぼ
る
へ
　
　
　

　
Y

ま
つ
町
覆
界
蓼
墨
す
る
こ
と
護
箋
励
し
、
麓
合
の
豊

昭和31年度歳入歳出欺別予算表
J

歳入歳

目費

費

費
費

費
費
労
費
費

費

費

費
費

費

金

費

　
　
　
　
　
　
　ぴ
設
生
済

　
査
　
出
計

会

場
防

木

育
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
経
産
調
挙
債
　
備

L

　
　
　
会
躍
業
　
計
　
支

議

役

消

土
教
社
仇
保
産
財
統
選
公
緒
予
合

　1

　2

　　3

　4　5　　6
　7

淵
　　　　 　　　　ホ

　1．5011
　　　　　　　　　　　　　　　　 オ

　3．6112
1。。．。。ト

予算額lt
15，889，000：

12，500，000

4，089・58T

　120，000

　　　　2
1・466，066

4，651，2q8

　661，720
　245，003
　　50，000

　628・175
1，4（D，000

コ
麟
鵠
金
金
入
d

町

警
‥
町

41・700，845

目毅

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

計合

露
蓬
姦
ぎ
「
鼻
警
の
現
状

と
日
本
の
将
来
」
と
圃
ず
る
購
演
会
を

か
る
　
町
公
民
館
で
は
去
る
四
月
四
日
午
蘭

十
一
時
よ
り
大
根
占
小
学
校
購
堂
に
本

県
　
C
川
辺
郡
久
志
）
出
身
、
世
界
的
教

胃
者
と
し
て
有
名
な
玉
川
大
学
々
長
小

‥リ
．i公民館だ3

一
大
の
脳
み
で
あ
つ
た
出
席
の
問
題
に
つ

い
て
一
、
開
設
の
場
所

　
　
二
、
学
習
内
容

　
　
三
、
単
書
熱
意

　
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
共
に
今
後

高
校
農
藁
科
廃
止
に
伴
い
青
年
学
級
の

振
興
に
冑
年
団
も
挙
げ
て
努
力
す
る
こ

と
に
決
め
た
。

町
公
民
館
活
動
の
主
要
行
て
町
民
皆
様
に
親
愛
さ
れ
た
大
園
宗
一

耳毅
騨
難
む
四
月
中
肇
是

麗
晶竃
だ
虻
　
　
　
　
対

郎
先
生
は
此
の
度
の
異
動
に
例
り
囎
眠

郡
教
育
事
務
所
へ
御
栄
転
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
．
先
生
は
人
格
識
見
共

に
高
く
学
校
教
育
は
勿
諭
公
民
館
長
と

し
て
町
社
会
教
脅
の
振
興
に
存
分
に
そ

の
敏
腕
を
ふ
る
っ
て
頂
き
多
大
の
貢
献

を
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
ず
が
高
等
学
校

県
立
移
管
映
写
機
購
入
等
永
久
に
記
念

す
可
き
御
功
績
と
し
て
特
筆
す
ぺ
き
間

題
で
し
よ
う
、
別
れ
る
に
臨
み
私
共
町

民
は
過
去
四
年
に
於
け
る
御
功
績
を
圃

え
心
か
ら
の
感
謝
を
捧
げ
る
と
共
に
今

後
の
御
健
康
と
御
多
幸
を
祈
つ
て
止
み

ま
せ
ん
。
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つ
て
い
ま
す
。
審
と
は
云
へ
、
川
の
水

は
ま
だ
な
か
な
か
冷
い
の
で
す
が
、
初

め
て
の
試
み
に
栽
培
者
は
熱
心
に
作
業

を
行
つ
て
へ
ま
す
。

遣
l
回
実
施
さ
れ
て
い
た
が
去
る
三
月

一二
†
四
日
を
以
つ
て
講
脳
が
発
了
し
た

百
に
警
分
筆
三
ぞ
饒
襲

を
挙
げ
た
。

大
根
占
校
区
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溝
式
も
二
十
四
日
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後
「

八
時
よ
り
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多
数
を
迎
え
て
盛
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離
式
を
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つ
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、
受
賞
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◎
四
月
分
の
配
給
剛
合

　
内
地
米
九
日
　
準
内
地
米
二
日

　
希
望
配
給
ば
内
地
米
三
日

　
普
通
外
米
は
い
く
ら
で
も
配
給
を
受

　
け
る
こ
と
が
出
き
ま
す
。
希
望
者
は

　
役
場
へ
申
出
て
、
創
当
を
受
け
て
下

　

さ
い
。

◎
手
数
料
が
値
上
げ
さ
れ
ま
す

　
四
月
一
日
か
ら
諸
手
数
料
が
次
の
よ

　
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
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円
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資
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朋

2
事
実
証
明
、
身
元
証
明
印
か
ん
証

　
明
な
ど
　
四
〇
円
〔
三
〇
円
）

3
公
簿
、
公
叉
書
、
図
面
な
と
の
憐
抄

　
本
交
付
手
数
料
（
戸
籍
関
係
を
除
く

　
）
　
　
　
　
四
〇
円
（
三
〇
円
）

◎
町
営
茶
工
場
は
l
l
十
八
日
か
ら
製
造

姦
め
ま
す

1
今
年
か
ら
生
葉
は
一
等
か
ら
三
等
ま

　
で
等
級
を
つ
け
ま
す
。
若
穿
を
つ
み

　K
璽
が
入
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
，

　
一
時
間
で
も
早
く
ユ
場
へ
運
び
ま
し

　
よ
う
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2
委
託
加
工
1
1
自
家
藁
も
全
部
茶
工

　
　
　
場
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託
し
ま
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よ
う

潭
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の
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十
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落
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